曲格平の環境思想 : 水環境問題を中心に by 小林 善文































































るとともに、気温上昇が海面上昇につながれば、部分的に沿岸土地を水没させ、塩漬地の増加 大河下流域の侵蝕、航運の阻害、港湾や防潮堤 工事増加など ると う。専門家 分析としては当然ともいえるが、比較的早い段階で地球温暖化の影響を取り上げていることが分かる。　
中国における温室効果ガスの排出量増加は、改革開放の時期より急速に進むが、それを一段と加速したのが石炭の























































になって耕地を汚染させ、地力を低下させる。エネルギー使用量も一人平均一㌧近い石炭を使用することになって、毎年一、 六〇〇万人が増加すれば一、 六〇〇万㌧の石炭使用の増加を必要 する。農村 エネルギー不足は稲稈の燃焼などに繋がることで生態環境を破壊する。
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い込まれている現実もある。曲格平は、一〇〇万社以上の郷鎮企業が まれ、これらは都市の余剰労働力を吸収し、国民経済の繁栄と発展を促していると評価しつつも 郷鎮企業 数が多く 適正に配置されず、生産品 管理や技術・




























持つ環境効益は経済効益の一〇倍以上になると見ている。かれ 、一九八四年の吉林省環境保護研究所の長白山林区に対する研究成果に拠り、森林土壌の降水貯蔵量は降水量の五五％と り、長白山の水源涵養効益 二八・一億元






























曲格平は、 建国後の中国では長期間にわたって自然の規律に従わず、 食糧生産を強調して、 「田を耕して山頂に到り」
「苗を植えて湖心に到る」 などの不適切なスローガンを掲げて盲目的に林を毀して開墾し、 牧を棄てて農業をおこない、

















































































































現するためには、中央と地方の組織的連携と制度の確立が不可欠である。その目標を達成す ために曲格平は、以下のような政策を提起している。（１）環境保護は一つの基本国策であり、経済建設、都市建設、環境建設を同時に計画し、同時に実施し、同時に発展させる「三同時」の指導方針の下に計画的 推進す（２）基本的に環境管理を主体とする環境政策体系を形成するが、 これは「予防を主」とし「汚染した者が治理」し「環境管理を強化」するという三大政策に基づく各種 管理手段を通して政策 進め、人々の環境意識を高める。（３）統一指導と分担協作の環境保護 制を建立し、国家は国務院環境保護委員会と国家環境保護局を設立し、各省市も国家と同様の管理機構を設立し、工業、交通、農林、水利 ど 行政部門はそ ぞれの環境建設と管理工作の責任を負う。
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を批判することはない。かれは「国外 先進的 管理経験を引き」とある うに 中国の政治と経済の動向をにらみつつ、先進国の環境保護政策を模範として人々に知らしめ、途上国としての中国の国情をふまえて採用可能な道 探




































































中国の環境保護政策推進の中心人物として 広い視野を持ち、国際的な視点から環境問題を捉える学識と経験を持ち活動してきた。大躍進から文革 の乱開発と環境破壊、改革開放期の経済発展優先のもたらした環境への悪影響などが現代中国の環境に きな負荷を与えている。さらに社会主義経済のもたらす諸問題に加えて、最大の人口 人々の環境意識と遵法精神の希薄さ、権限が分散している管理体制等々、克服すべき課題は多岐 わたっている。　
本稿は、曲格平がこうした課題にどのように対処しよう しているのか、まずかれの水資源問題に対する現状認識
から考察した。地表水や地下水などの欠乏と偏在、河川の汚染状況の把握などは公表された数字に準拠しており、森林の持つ価値、石炭使用の弊害、原子力発電普及 必要性と安全性への配慮、農薬や化学肥料の過剰使用がもたらす悪影響などについては、充分な科学知識を持つ人物にふさわし 見識を示してい 。　
曲格平は、社会主義を掲げる中華人民共和国の政治体制を前提と 、環境保護と経済成長を両立させる方法を模索
し、社会主義体制の利点を生かす管理体制の強化を予防と汚染者治理を並行させる形で推進し、八項目の管理制度
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確立を構想している。充分な資金力のない途上国が環境保護政策を効果的に進めるには、先進国の成功例を取捨選択しながら取り入れる必要がある。その目標となったのは日本であり、かれは日本の環境再生の歴史や政策を特筆し、中国政府 参考にすることを促していると思われる。　
法体系を整備し生態環境を守らせる体制の構築は、中国の得意とするところであり、二〇世紀後半から二一世紀に




（２）曲格平「求索之路」 『文集』第九巻、三六～三七頁。（３）同前『文集』第九巻、三九頁。（４）曲格平「不尽郷情入夢来」 『文集』第一二 二九六頁。（５）曲格平「中国環境保護政策的一些問題」 『文集』第一巻、一四六頁。（６）曲格平「水環境」 二 六三～六五頁。ここでは中国人一人当たりの年間径流量を約二、 六〇〇㎥としている。（７）同前『文集』第二巻、八三頁。（８）同前『文集』第二巻、八六頁。曲格平は、地下水が都市用水使用量の八〇％以上を占めているのは、石家庄・呼和浩特・瀋陽・
西安・銀川・海口・済南・太原の八都市としている。










































































































































69）曲格平「運用経済手段保護環境」 『文集』第六巻、一五頁。管理不全ということは、曲格平が繰り返し述べている（ 「環境管理的発展」 『文集』第一巻、七六頁、 「引論：発展中的環境科学」 『文集』第七巻、二三頁、など） 。
（
























































- 46 -- 47 -
（
94）曲格平「中国生態環境縦横談」 『文集』第一二巻、二〇五頁。
